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放
射
能
汚
染
、
反
核
運
動
、
被
曝
者

―
世
紀
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
小
説
『
マ
ラ
ン
グ
・
ゴ
ダ

ニ
ル
カ
ー
ン
ト

フ
ア
』
を
巡
っ
て

21

モ
ハ
ン
マ
ド
・
モ
イ
ン
ウ
ッ
デ
ィ
ン

は
じ
め
に

論
者
は
、
日
本
に
お
け
る
原
爆
文
学
研
究
の
長
い
歴
史
に
敬
意
を
表
し
つ

つ
、
海
外
の
文
学
に
よ
る
原
爆
お
よ
び
核
へ
の
言
及
に
視
野
を
広
げ
る
こ
と

を
大
き
な
課
題
と
し
て
い
る
。
今
の
段
階
で
は
、
ウ
ラ
ン
鉱
山
、
核
実
験
場
、

原
子
力
発
電
所
な
ど
に
ま
つ
わ
る
世
界
の
文
学
作
品
を
検
討
し
、
そ
こ
で
見

ら
れ
る
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
扱
い
方
に
つ
い
て
考
察
を
行
お
う
と
考
え

て
い
る
。
今
回
は
、
イ
ン
ド
の
ウ
ラ
ン
鉱
山
を
素
材
に
書
か
れ
た
長
編
小
説

『
マ
ラ
ン
グ
・
ゴ
ダ

ニ
ル
カ
ー
ン
ト

フ
ア
』（
二
〇
一
二
年
）
を
取
り
上

げ
た
い
。
本
作
品
で
は
、
作
者
が
当
然
の
こ
と
と
し
て
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ

キ
を
放
射
性
物
質
に
よ
る
被
害
の
出
発
点
と
し
て
み
て
い
る
。
作
者
は
繰
り

返
し
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
か
ら
の
例
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
を
イ
ン
ド
東
部

の
地
方
と
し
て
描
い
て
い
る
「
マ
ラ
ン
グ
・
ゴ
ダ
」
の
放
射
能
汚
染
問
題
と

繋
げ
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
ま
ず
、
こ
の
小
説
の
舞
台
で
あ
る
イ
ン
ド
に
お

け
る
放
射
能
汚
染
に
対
す
る
知
識
の
普
及
に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
。

イ
ン
ド
のH

um
an

R
ights

L
aw

N
etw

ork
(

Ｈ
Ｒ
Ｌ
Ｎ
、
人
権
法
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク)

は
二
〇
〇
六
年
初
め
ご
ろ
、
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
・
放
射
能
に
つ
い
て
の

基
本
的
な
知
識
を
一
般
の
人
々
に
伝
え
よ
う
と
『
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
と
放
射
能
に

関
す
る
情
報
の
冊
子
』
を
英
語
と
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
で
出
版
し
た
。
質
疑
応
答

の
形
式
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
の
冊
子
の
中
で
は
、
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
や
放
射
能

に
関
す
る
基
本
的
な
情
報
だ
け
で
は
な
く
、
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
が
採
鉱
か
ら
使
え

る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
過
程
を
段
階
に
分
け
て
説
明
し
て
い
る
。
さ
ら
に
放

射
性
廃
棄
物
、
ま
た
そ
こ
か
ら
の
放
射
能
汚
染
な
ど
や
そ
れ
ら
の
影
響
に
つ

い
て
ご
く
簡
単
な
表
現
で
述
べ
て
い
る
。
こ
の
冊
子
が
イ
ン
ド
社
会
で
は
ど

の
程
度
理
解
さ
れ
た
か
は
調
査
さ
れ
て
い
な
い
が
、
イ
ン
ド
で
出
版
さ
れ
た

原
爆
や
核
に
関
す
る
小
説
な
ど
の
出
版
物
で
は
多
く
参
照
さ
れ
て
き
た
。
本

稿
で
取
り
上
げ
る
小
説
に
も
、
こ
の
冊
子
の
強
い
影
響
が
見
ら
れ
る
。

イ
ン
ド
、
デ
リ
ー
か
ら
出
版
さ
れ
た
『
マ
ラ
ン
グ
・
ゴ
ダ

ニ
ル
カ
ー
ン

ト

フ
ア
』
に
お
い
て
は
、
東
イ
ン
ド
の
ジ
ャ
ー
ル
カ
ン
ド
州
の
ジ
ャ
ド
ゥ

ゴ
ダ
と
い
う
地
方
に
あ
る
ウ
ラ
ン
鉱
山
の
地
域
が
舞
台
と
な
っ
て
い
る
。
イ

ン
ド
の
ウ
ラ
ン
採
鉱
の
歴
史
、
放
射
性
物
質
に
よ
る
被
害
な
ど
に
つ
い
て
描
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か
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
原
爆
を
は
じ
め
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
な
ど
の
ウ
ラ
ン
鉱
山
や
原
子
力
発
電
所
な
ど
に
も
言
及
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
被
爆
者
と
ウ
ラ
ン
鉱
山
、
原
子
力
発
電

所
事
故
の
被
曝
者
は
同
等
に
扱
わ
れ
て
い
る
。

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
回
想
は
、
核
の
被
害
を
描
く
海
外
の
文
学
に
お
い

て
、
直
接
核
に
関
す
る
事
件
で
あ
れ
、
産
業
災
害
で
あ
れ
、
頻
繁
に
見
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
（
一
九
七
九
年
）、

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
（
一
九
八

六
年
）、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
（
二
〇
一
一
年
）
の
場
合
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
イ
ン
ド
の
ボ
パ
ー
ル
化
学
工
場
事
故
（
一
九
八
四
年
）

の
場
合
も
ウ

(1)

ラ
ン
採
鉱
に
よ
る
放
射
線
の
問
題
が
発
覚
し
た
時
も
、
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ

の
原
爆
や
被
爆
者
が
繰
り
返
し
話
題
に
な
っ
て
い
た
。
七
〇
年
以
上
た
っ
て
も

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
は
原
爆
の
レ
ガ
シ
ー
を
持
ち
続
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

一
九
七
四
年
に
詩
集
『
ヒ
ロ
シ
マ
・
未
来
風
景
』

に
お
い
て
、
栗
原
貞
子
が

(2)

使
っ
た
「
同
心
円
的
連
帯
」（
二
二
頁
）

は
、
大
変
重
要
な
意
味
を
持
っ
て

(3)

く
る
。
中
村
朋
子
は
、
「
同
心
円
」
に
関
す
る
栗
原
の
イ
メ
ー
ジ
を
図
表
化

し
、
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
を
中
心
に
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
・
ウ
ラ
ン
鉱
山
、
核

実
験
場
、
原
子
力
発
電
所
な
ど
か
ら
発
す
る
放
射
線
の
危
険
性
を
伝
え
よ
う

と
し
て
い
る

。
栗
原
が
言
う
「
同
心
円
」
は
年
月
が
経
つ
に
つ
れ
て
世
界

(4)

各
地
へ
広
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

先
行
研
究
と
問
題
の
所
在

本
論
に
入
る
前
に
海
外
の
核
に
ま
つ
わ
る
場
所
の
文
学
に
関
す
る
研
究
の

現
状
に
つ
い
て
少
し
触
れ
て
お
き
た
い
。
ブ
ル
ー
ス
・
ヘ
ヴ
リ
ィ
、
ジ
ョ
ン
・

フ
ィ
ン
ド
レ
編
、T

he
A

tom
ic

W
est ,

U
niversity

of
W

ashington
P

ress (

『
ア

メ
リ
カ
西
部
の
原
子
力
問
題
』
一
九
九
八
年)

に
お
い
て
は
、
一
九
四
二
年
か

ら
一
九
九
二
年
に
か
け
て
の
ア
メ
リ
カ
の
核
化
の
歴
史
と
現
状
に
つ
い
て
論

じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
九
九
二
年
に
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
で
開
催
さ
れ

た
「T

he
A

tom
ic

W
est,

1942-1992
:

F
ederal

P
ow

er
and

R
egional

D
evelopm

ent

」(

ア
メ
リ
カ
西
部
の
原
子
力
問
題
、1942-1992

‥

連
邦
権
力
と

地
方
の
発
展)

と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
ま
と
め
た
論
集
で
あ
る
。
本
書
の

議
論
は
、
ト
リ
ニ
テ
ィ
、
ネ
ヴ
ァ
ダ
・
テ
ス
ト
サ
イ
ト
な
ど
「
核
地
域
」
は

も
ち
ろ
ん
、
ウ
ラ
ン
鉱
山
、
ウ
ラ
ン
製
造
地
、
核
実
験
場
な
ど
に
も
及
ん
で

い
る
。
ケ
ー
ト
・
ブ
ラ
ウ
ン
は

P
lutopia:

N
uclear

F
am

ilies,
A

tom
ic

C
ities,

and
the

G
reat

Soviet
and

A
m

erican
P

lutonium
D

isasters

（
『
プ
ル

ト
ピ
ア

―
核
の
家
族
、
原
子
力
の
諸
都
市
、
大
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
と
ア
メ
リ
カ
の
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
大
災
害
』
二
〇
一
三
年
）
に
お
い
て
、
放
射
能
汚
染
に
覆
わ
れ
た

ロ
シ
ア
の
オ
ゼ
ル
ス
ク
と
ア
メ
リ
カ
の
リ
ッ
チ
ラ
ン
ド(

ワ
シ
ン
ト
ン
州)

を

中
心
に
原
子
力
・
核
の
影
響
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
氏
は
、
豊
か
な
町
で

あ
っ
た
両
都
市
が
ど
の
よ
う
に
し
て
被
災
地
と
な
っ
た
か
を
詳
し
く
検
討
し

て
い
る
。

伊
藤
詔
子
は
、
「
序
に
か
え
て

―
核
を
め
ぐ
る
言
説
の
日
米
の
共
働
に

つ
い
て
」
と
「
核
の
場
所
の
文
学

―
ハ
ン
フ
ォ
ー
ド
、
ネ
ヴ
ァ
ダ
・
テ
ス

ト
サ
イ
ト
、
ト
リ
ニ
テ
ィ
へ
の
旅
」
（
熊
本
早
苗
、
信
岡
朝
子
編
『
核
と
災
害

の
表
象

―
日
米
の
応
答
と
証
言
』
英
宝
社
、
二
〇
一
五
年
）
に
お
い
て
、
核

に
関
わ
る
ア
メ
リ
カ
の
諸
地
方
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
核
の
影

響
や
現
状
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
氏
は
、
「
ハ
ン
フ
ォ
ー
ド
、
ユ

ッ
カ
マ
ウ
ン
テ
ン
、
ネ
ヴ
ァ
ダ
・
テ
ス
ト
サ
イ
ト
、
ト
リ
ニ
テ
ィ
へ
」
旅
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
の
文
学
、
上
記
の
書
籍
を
含
め
、
欧
米
の
多
く
の
文
献
も

紹
介
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
核
の
場
所
に
関
わ
る
文
学
は
、
核
以
前
の
世
界
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を
構
成
し
て
い
た
生
き
も
の
一
切
の
喪
失
を
知
り
、
ト
ラ
ウ
マ
の
風
景
を
地

層
の
底
に
ま
で
解
剖
す
る
。
」
と
述
べ
る
に
至
っ
た
。
松
永
京
子
は
、
ア
メ

リ
カ
の
核
文
学
の
研
究
に
従
事
し
、
最
近
『
北
米
先
住
民
作
家
と
〈
核
文

学
〉

―
ア
ポ
カ
リ
プ
ス
か
ら
サ
バ
イ
バ
ン
ス
へ
』（
英
宝
社
、
二
〇
一
九
年
）

と
い
う
貴
重
な
研
究
成
果
を
出
し
て
い
る
。
氏
は
、
「
核
や
原
爆
に
よ
る
終

焉
を
〈
ニ
ュ
ー
ク
リ
ア
・
ア
ポ
カ
リ
プ
ス
〉
」

と
呼
び
、
核
を
め
ぐ
る
北

(5)

米
の
先
住
民
文
学
に
つ
い
て
幅
広
く
考
察
を
行
っ
て
い
る
。

一
九
四
五
年
の
世
界
初
の
原
爆
投
下
以
来
、
原
爆
に
よ
る
破
壊
、
核
戦
争

に
よ
る
世
界
の
破
滅
な
ど
に
関
す
る
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
め
ぐ
る
多
く
の

小
説
、
詩
な
ど
文
学
作
品
が
発
表
さ
れ
、
「
ゴ
ジ
ラ
」
「
シ
ン
・
ゴ
ジ
ラ
」
の

よ
う
な
映
画
、
お
よ
び
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
世
界
の
注
目
を
引
い
て
き

た
。
近
現
代
の
文
学
の
世
界
で
は
、
ジ
ャ
ン
ル
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ほ
ど

永
き
に
わ
た
っ
て
頻
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
テ
ー
マ
は
核
問
題
以
外
に

は
な
い
だ
ろ
う
。
核
保
有
国
の
間
の
紛
争
で
あ
れ
原
発
事
故
で
あ
れ
、
こ
の

テ
ー
マ
に
関
す
る
議
論
は
何
度
も
盛
り
上
が
り
、
そ
の
度
に
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ

ガ
サ
キ
が
回
想
さ
れ
て
い
る
。

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
原
爆
投
下
以
降
、
核
兵
器
が
使
わ
れ
な
か
っ
た

こ
と
は
事
実
で
は
あ
る
が
、
核
保
有
国
の
数
は
年
々
増
え
て
い
る
こ
と
も
事

実
で
あ
る
。
ま
た
、
原
爆
が
使
わ
れ
な
か
っ
た
と
言
っ
て
も
、
原
発
事
故
、

ウ
ラ
ニ
ウ
ム
採
鉱
な
ど
に
よ
る
放
射
能
汚
染
は
世
界
各
地
で
破
壊
を
も
た
ら

し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
被
爆
者
」
の
数
は
減
っ
て
い
る
が
、
「
被
曝
者
」
は

世
界
各
地
で
増
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
「
平
和
的
な
利
用
」

の
た
め
な
の
だ
ろ
う
か
。
世
界
は
原
子
力
の
「
平
和
利
用
」
と
言
え
ば
問
題

視
し
な
い
よ
う
だ
が
、
二
〇
一
五
年
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し
た
ス
ベ
ト

ラ
ー
ナ
・
ア
レ
ク
シ
エ
ー
ビ
ッ
チ
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
「
軍
事
的
原
子
力

と
は
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
と
い
う
意
味
で
、
平
和
的
原
子
力
と
言
え
ば
各

部
屋
に
一
つ
の
電
灯
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
軍
事
的
原
子
力
と
平
和
的
原
子

力
は
実
は
双
子
で
あ
る

」
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
や
フ
ク
シ
マ
の
原
発
事
故

(6)

か
ら
考
え
て
み
る
と
、
ア
レ
ク
シ
エ
ー
ビ
ッ
チ
が
言
う
ご
と
く
「
軍
事
的
原

子
力
と
平
和
的
原
子
力
」
は
や
は
り
「
双
子
」
で
あ
る
。
し
か
し
「
軍
事
的

原
子
力
と
平
和
的
原
子
力
」
両
方
に
必
須
で
あ
る
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
に
よ
る
放
射

能
汚
染
問
題
に
対
し
て
は
、
核
武
装
に
つ
い
て
も
原
発
に
つ
い
て
も
何
の
発

言
も
見
ら
れ
な
い
。
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
の
採
掘
か
ら
燃
料
と
し
て
処
理
す
る
ま
で

に
排
出
さ
れ
る
放
射
性
物
質
の
影
響
は
、
ウ
ラ
ン
鉱
山
の
周
辺
に
住
ん
で
き

た
先
住
民
た
ち
に
は
多
く
あ
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
小
説
に
お
い
て
描
か

れ
て
い
る
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
に
よ
る
被
曝
者
の
多
く
は
先
住
民
で
あ
り
、
同
様
な

状
況
は
、
松
永
著
『
北
米
先
住
民
作
家
と
〈
核
文
学
〉

―
ア
ポ
カ
リ
プ
ス

か
ら
サ
バ
イ
バ
ン
ス
へ
』
に
お
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
北
米
作
家
の
文
学
作

品
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
前
述
し
た
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
の
核
の
場
所
に
関
わ
る
文
学
に
関
す

る
研
究
は
多
く
み
ら
れ
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
や
イ
ギ
リ
ス
連
邦
の
場

合
に
つ
い
て
は
わ
ず
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
イ
ン
ド
と
パ
キ
ス
タ
ン
に
つ
い
て

言
え
ば
、
ほ
と
ん
ど
な
い
。

本
稿
で
は
、
イ
ン
ド
の
ウ
ラ
ン
採
鉱
と
そ
の
放
射
能
汚
染
に
よ
る
被
害
を

中
心
に
書
か
れ
た
文
学
作
品
を
取
り
上
げ
て
考
察
を
行
い
た
い
。
こ
の
作
品

に
お
け
る
放
射
能
汚
染
に
よ
る
被
害
を
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
と
比
較
す
る

妥
当
性
に
つ
い
て
検
討
し
、
核
保
有
国
で
あ
る
イ
ン
ド
の
社
会
に
お
い
て
持

つ
意
味
に
つ
い
て
探
求
し
た
い
。
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作
家
の
創
作
方
法
、
事
実
と
虚
構
の
問
題

作
者
マ
フ
ア
・
マ
ジ
ー
は
現
代
イ
ン
ド
の
先
住
民
作
家
で
あ
り
、
ヒ
ン
デ

ィ
ー
語
の
文
学
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
英
語
、
ベ
ン
ガ
ル
語
で
も
短

編
小
説
を
書
い
て
い
る
。
彼
女
は
社
会
学
で
博
士
号
を
取
得
し
、
最
初
の
長

編
小
説M

e
B

orishaillah
（
『
私
が
ボ
リ
シ
ャ
イ
ッ
ラ
ー
で
あ
る
』

）
を
二
〇

(7)

〇
六
年
に
発
表
し
た
。
そ
し
て
、
二
〇
一
二
年
に
二
番
目
の
長
編
小
説
『
マ

ラ
ン
グ
・
ゴ
ダ

ニ
ル
カ
ー
ン
ト

フ
ア
』
を
発
表
し
て
い
る
。
氏
は
、
二

〇
一
三
年
一
一
月
にJharkhand

W
om

en’s
com

m
ission

(

ジ
ャ
ー
ル
カ
ン
ド

州
女
性
協
会)

の
会
長
に
な
り
、
そ
の
一
年
足
ら
ず
後
、Jharkhand

M
ukti

M
orcha

（
ジ
ャ
ー
ル
カ
ン
ド
解
放
党
）
と
い
う
政
党
に
入
党
し
た
。
そ
の
後

は
政
治
家
と
し
て
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
マ
ジ
ー
は
ジ
ャ
ー
ル

カ
ン
ド
州
女
性
協
会
の
会
長
を
任
期
満
了
に
よ
り
二
〇
一
六
年
一
一
月
で
退

任
し
た
。

二
〇
〇
六
年
に
発
表
し
た
小
説
で
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
独
立
運
動
や

社
会
運
動
な
ど
が
主
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
お
り
、
事
実
に
基
づ
い
た
作
品
だ

と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
小
説
は
二
〇
〇
八
年
に
英
訳
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
、

イ
タ
リ
ア
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
学
で
現
代
文
学
と
し
て
学
部
生
の
シ
ラ
バ

ス
に
加
え
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
二
〇
一
二
年
の
長
編
小
説
『
マ
ラ

ン
グ
・
ゴ
ダ

ニ
ル
カ
ー
ン
ト

フ
ア
』
で
は
、
東
イ
ン
ド
の
先
住
民
族
（
ア

デ
ィ
ヴ
ァ
シ
ー
）
に
よ
る
運
動
や
反
核
運
動
な
ど
が
主
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て

い
る
。
両
長
編
小
説
の
素
材
は
事
実
と
緊
密
に
関
わ
っ
て
い
る
が
、
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
の
よ
う
な
形
式
で
語
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
事
実
の
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
化
や
社
会
運
動
を
素
材
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
は
マ
ジ
ー
の
文
学
の
特
徴

だ
と
言
え
よ
う
。

長
編
小
説
『
マ
ラ
ン
グ
・
ゴ
ダ

ニ
ル
カ
ー
ン
ト

フ
ア
』
が
出
版
さ
れ

た
の
は
、
イ
ン
ド
に
お
い
て
も
国
際
社
会
に
お
い
て
も
核
に
関
し
て
重
要
な

出
来
事
が
起
こ
っ
た
時
期
で
あ
る
。
イ
ン
ド
は
二
〇
〇
六
年
に
ア
メ
リ
カ
と

「
民
生
用
原
子
力
協
力
」
の
協
定
を
結
び
、
二
〇
〇
八
年
、
原
子
力
供
給
国

グ
ル
ー
プ(

Ｎ
Ｓ
Ｇ)

か
ら
核
関
連
品
目
の
供
給
を
認
め
て
も
ら
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
全
国
に
原
子
力
発
電
所
を
作
る
計
画
を
立
て
た
。
一
方
、
二
〇
一

一
年
三
月
に
東
日
本
大
震
災
と
、
そ
れ
に
引
き
続
き
福
島
の
原
発
事
故
が
起

こ
り
、
核
問
題
が
世
界
的
に
話
題
に
な
っ
て
い
る
時
期
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
社
会
状
況
の
た
め
か
、
本
小
説
は
二
〇
一
二
年
に
出
版
さ
れ
た
後
、
二

〇
一
五
年
、
二
〇
一
六
年
と
再
版
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
小
説
の
出
版
部
数
に

つ
い
て
は
出
版
社
に
問
い
合
わ
せ
た
が
、
返
事
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
が
、
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
話
者
は
四
億
人
を
超
え
て
お
り
、
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語

話
者
の
数
と
こ
の
小
説
が
再
三
増
刷
さ
れ
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
出
版
部

数
は
確
か
に
少
な
く
は
な
か
っ
た
と
想
像
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
出
版
当
時

は
新
聞
な
ど
マ
ス
コ
ミ
に
こ
の
小
説
に
関
す
る
紹
介
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い

た
が
、
な
ぜ
か
研
究
者
た
ち
に
そ
れ
ほ
ど
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
。
全
国
に
原

子
力
発
電
所
を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
イ
ン
ド
政
府
が
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た

可
能
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
マ
ジ
ー
の
最
初
の
小
説
は
高
く
評
価
さ
れ

英
訳
も
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
こ
の
小
説
は
当
時
の
社
会
状
況
や
世
界
的
に

話
題
に
な
っ
て
い
た
課
題
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま

だ
他
の
言
葉
に
訳
さ
れ
て
い
な
い
。

本
作
「
謝
辞
」
の
直
前
に
、
「
こ
の
小
説
の
中
で
使
わ
れ
た
場
所
、
人
な

ど
の
名
前
は
想
像
に
よ
る
も
の
で
、
事
実
と
関
係
な
い
。
」
と
記
さ
れ
て
い

る
が
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
書
く
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
論
者
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が
見
る
限
り
、
タ
イ
ト
ル
も
含
め
人
名
、
地
名
な
ど
は
実
在
の
も
の
と
全
く

同
じ
で
は
な
く
て
も
「
事
実
と
関
係
な
い
」
と
は
言
い
難
い
。
例
え
ば
、
作

中
の
「
日
本
のO

to

大
学
の
核
科
学
者
ボ
イ
デ
（B

oide

）
教
授
」（
二
二
二
、

三
二
七
頁
）
は
京
都
大
学
の
小
出
裕
章
（K

O
ID

E
H

iroaki

）
助
教
を
指
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。「K

yoto

」
の
「K

y

」
を
省
く
と
「O

to

」

に
な
り
、
「K

oide

」
の
「K

」
を
「B

」
に
置
き
換
え
る
と
「B

oide

」
に
な

る
。
実
際
に
起
き
た
事
実
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
京
都
大
学
原
子
炉
実
験
所

の
小
出
裕
章
助
教
は
「
二
度
現
地
に
行
っ
た
こ
と
を
含
め
、
二
〇
〇
〇
年
夏

以
降
調
査
を
行
っ
て
」

い
る
。
そ
し
て
、
「
マ
ラ
ン
グ
・
ゴ
ダ
」
で
採
鉱

(8)

反
対
運
動
を
行
っ
て
い
る
Ｍ
Ｏ
Ａ
Ｒ
（M

arang’godas
O

rganization
A

gainst

R
adiation)

と
い
う
協
会
は
、
実
在
す
る
Ｊ
Ｏ
Ａ
Ｒ
（Jharakhandi

O
rganization

A
gainst

R
adiation

）
か
ら
取
っ
た
略
語
で
、
作
中
、
Ｊ
Ｏ
Ａ
Ｒ
と
同
じ
活
動

を
し
て
い
る
。
ま
た
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
の
監
督
ア
デ
ィ
テ
ヤ
シ
ュ

リ
の
名
前
に
つ
い
て
も
同
じ
捉
え
方
が
見
ら
れ
る
。
作
中
シ
ュ
リ
監
督
と
し

て
繰
り
返
し
記
さ
れ
て
い
る
。
実
際
は
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
ブ
ッ

ダ
の
嘆
き
」
の
監
督
シ
ュ
リ
プ
ラ
カ
ッ
シ
ュ
の
こ
と
だ
ろ
う
。
「
放
射
線
、

核
兵
器
、
核
戦
争
の
反
対
運
動
を
し
て
い
る
医
師
の
国
際
協
会
の
副
会
長
」

で
あ
る
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
医
師
」（
三
五
五
‐
三
五
六
頁
）
に
つ
い
て
も

同
じ
捉
え
方
だ
ろ
う
。
こ
の
医
師
は
核
戦
争
防
止
国
際
医
師
会
議

（International
P
hysicians

for
the

P
revention

of
N

uclear
W

ar

、IP
P
N

W

）
の

副
会
長
テ
ィ
ル
マ
ン
・
ラ
フ
医
師
の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る

。
そ
し
て
、
タ

(9)

イ
ト
ル
で
使
わ
れ
て
い
る
地
名
の
「
マ
ラ
ン
グ
・
ゴ
ダ
」
も
虚
構
の
地
名
で

あ
る
が
、
前
者
は
「
マ
ラ
ン
グ
ル
（M

aranguru

）
」
と
い
う
そ
の
地
方
の
先

住
民
た
ち
の
大
変
重
要
な
神
の
名
前
の
前
半
、
後
者
は
鉱
山
地
「
ジ
ャ
ド
ゥ

ゴ
ダ
」
の
後
半
部
分
「
ゴ
ダ
」
で
あ
る
。
他
の
人
名
、
地
名
な
ど
に
関
し
て

も
ほ
と
ん
ど
同
様
の
創
作
が
見
ら
れ
る
。

放
射
能
汚
染
に
よ
る
先
住
民
の
生
活
の
崩
壊
と
国
際
連
携
の
試
み

作
中
ウ
ラ
ン
鉱
山
で
働
い
て
い
る
労
働
者
や
鉱
山
地
方
に
住
ん
で
き
た

人
々
は
先
住
民
た
ち
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
教
育
を
受
け
て
お
ら
ず
、
経
済
的

に
非
常
に
遅
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
、
大
昔
か
ら
山
々
と
森
林
に
囲
ま
れ
て
暮

ら
し
、
動
植
物
と
共
に
生
活
を
送
っ
て
き
た
。
彼
ら
が
鉱
山
会
社
や
政
府
に

土
地
を
追
わ
れ
、
生
活
の
た
め
に
鉱
山
労
働
者
と
な
っ
た
こ
と
は
繰
り
返
し

語
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
鉱
山
の
被
害
を
受
け
な
が
ら
も
三
〇
年
も
住
民
た

ち
は
鉱
山
の
影
響
だ
と
気
付
か
ず
、
農
産
物
の
不
作
や
健
康
状
態
の
悪
化
に

苦
し
ん
で
き
た
。
そ
し
て
、
癌
、
流
産
、
先
天
性
異
常
な
ど
は
悪
魔
の
せ
い

だ
と
信
じ
て
い
た
。
が
、
や
が
て
多
少
教
育
を
受
け
た
若
い
世
代
（
最
初
の

鉱
山
労
働
者
の
孫
）
が
だ
ん
だ
ん
放
射
能
汚
染
の
実
態
を
理
解
し
、
ウ
ラ
ン

鉱
山
に
対
す
る
反
対
運
動
と
補
償
請
求
を
始
め
た
。
ま
た
、
あ
る
若
い
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
が
ウ
ラ
ン
採
掘
場
や
鉱
滓
池
周
辺
、
鉱
山
労
働
者
の
健
康
状
態
、

新
生
児
に
ま
で
及
ぶ
障
害
な
ど
を
映
像
化
し
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た
国
際
的

映
画
祭
「
地
球
環
境
映
像
祭
」
に
お
い
て
そ
れ
を
上
映
し
、
世
界
の
注
目
を

引
い
た
。
こ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
は
映
像
祭
で
大
賞
を
受
賞
し
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
採
鉱
が
始
ま
っ
て
か
ら
数
十
年
後
、
初
め
て
イ
ン
ド
東

部
の
放
射
能
汚
染
を
世
界
が
知
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
は
世
界
の
注
目
も
引
き
、
国
内
外
の
科
学
者
や
医
学
者
ら
が
現
地
を
訪

ね
、
放
射
能
汚
染
の
人
間
や
動
植
物
ま
た
環
境
へ
の
影
響
を
調
査
す
る
。
海

外
、
特
に
日
本
の
「O

to

大
学
の
核
科
学
者
ボ
イ
デ
教
授
」（
二
二
二
、
三
二

七
頁
）
に
よ
っ
て
現
地
で
研
究
調
査
が
行
わ
れ
、
こ
の
問
題
の
深
刻
さ
は
学
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術
的
に
も
証
明
さ
れ
た
。
ま
た
、
「
ウ
ラ
ン
鉱
山
や
鉱
滓
池
の
近
く
に
住
ん

で
い
る
人
々
の
健
康
に
対
す
る
放
射
能
汚
染
の
影
響
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
を

読
ん
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
あ
る
医
師
が
」（
三
五
五
‐
三
五
六
頁
）
現

地
を
訪
問
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ウ
ラ
ン
採
鉱
反
対
運
動
の
指
導
者
と
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
作
っ
た
監
督
の
努
力
で
こ
の
放
射
能
問
題
は
国
際
組

織
の
取
り
上
げ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
世
界
的
に
話
題
と
な
っ
た
。
こ
の
二
人

（
作
中
名
は
、
採
鉱
反
対
運
動
の
指
導
者
サ
ゲ
ン
・
ラ
グ
リ
と
監
督
ア
デ
ィ
テ
ヤ

シ
ュ
リ
）
が
『
マ
ラ
ン
グ
・
ゴ
ダ

ニ
ル
カ
ー
ン
ト

フ
ア
』
の
主
な
登
場

人
物
で
あ
る
。

作
品
の
最
初
の
四
分
の
一
に
お
い
て
は
、
ウ
ラ
ン
鉱
山
発
見
の
過
程
か
ら

採
掘
開
始
に
か
け
て
の
歴
史
が
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
イ
ン
ド
植
民

地
時
代
の
イ
ギ
リ
ス
人
に
よ
る
鉱
山
探
し
や
、
イ
ン
ド
独
立
後
に
ウ
ラ
ン
鉱

山
の
発
見
の
た
め
に
努
力
す
る
技
術
者
・
科
学
者
の
姿
、
そ
し
て
鉱
山
発
見

ま
で
の
過
程
が
、
主
人
公
サ
ゲ
ン
の
祖
父
ジ
ャ
ン
ビ
ラ
の
視
点
か
ら
語
ら
れ

て
い
る
。
鉱
滓
池
の
建
設
の
た
め
に
そ
の
場
所
か
ら
退
去
さ
せ
ら
れ
る
先
住

民
た
ち
の
反
応
や
精
神
的
変
化
が
、
数
十
ペ
ー
ジ
に
も
わ
た
っ
て
描
か
れ
て

い
る
。
鉱
滓
池
の
危
険
を
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
住
民
や
子
供
た
ち
が
、
そ
の

「
雪
の
よ
う
な
真
っ
白
」
（
九
二
頁
）
に
見
え
る
池
で
遊
ん
だ
り
し
て
い
る

様
子
（
九
二
頁
）
や
、
家
畜
が
池
の
周
り
の
植
物
を
食
べ
て
い
る
（
九
二
頁
）

様
子
の
描
写
を
通
し
て
、
住
民
た
ち
の
放
射
能
汚
染
に
対
す
る
無
知
や
鉱
山

会
社
な
ど
の
隠
蔽
体
質
が
再
三
再
四
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

主
人
公
の
祖
父
は
ウ
ラ
ン
鉱
山
の
倉
庫
で
働
い
て
い
た
。
彼
は
、
ウ
ラ
ニ

ウ
ム
の
生
産
の
方
法
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
鉱
山
か
ら
掘
り
出
さ

れ
た
岩
は
大
き
な
機
械
で
押
し
つ
ぶ
さ
れ
、
化
学
物
質
で
洗
浄
し
て
黄
色
い

粉
が
分
別
さ
れ
る
。
黄
色
い
粉
は
機
械
で
乾
燥
し
、
（
私
は
）
数
人
の
労
働

者
と
一
緒
に
そ
れ
を
大
き
な
ド
ラ
ム
缶
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

粉
が
ド
ラ
ム
缶
に
た
く
さ
ん
入
る
よ
う
に
ド
ラ
ム
缶
を
揺
ら
し
続
け
る
よ
う

に
命
令
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
黄
色
い
粉
は
飛
ん
で
目
、
鼻
、
耳
、
口

に
入
っ
て
し
ま
う
。
全
身
に
浴
び
て
し
ま
う
の
だ
。
（
中
略
）
こ
れ
は
大
変

高
価
な
石
、
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
の
粉
で
あ
る
。
」
（
「
高
価
な
黄
色
い
粉
と
変
化
し
て

い
く
世
界
」
章
、
九
〇
頁
）
こ
こ
か
ら
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
安
全
は
少
し

も
守
ら
れ
て
お
ら
ず
、
労
働
者
は
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
で
覆
わ
れ
た
服
で
帰
宅
し
、

放
射
性
物
質
を
毎
日
そ
れ
ぞ
れ
の
家
へ
運
ん
で
い
る
。
主
人
公
の
祖
父
は
皮

膚
疾
患
と
肺
の
病
気
に
、
後
に
祖
母
は
癌
に
掛
か
り
、
二
人
と
も
亡
く
な
っ

た
。
ま
た
、
弟
は
「
全
く
理
解
で
き
な
い
病
気
に
掛
か
っ
て
し
ま
い
、
毎
月

輸
血
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
「
未
知
の
恐
れ
」
章
、
一
二
〇
頁
）
。
父

も
「
結
核
」
に
掛
か
っ
て
し
ま
い
、
「
マ
ラ
ン
グ
・
ゴ
ダ
」
全
体
に
奇
妙
な

病
気
が
流
行
っ
て
い
く
。
先
天
性
異
常
や
死
産
も
多
く
見
ら
れ
る
。
そ
の
よ

う
な
「
奇
妙
な
病
気
に
悪
魔
が
関
わ
っ
て
い
る
」
（
「
泥
棒
を
切
り
、
悪
魔
を

殺
す
」
章
、
一
二
四
頁
）
と
住
民
ら
は
信
じ
て
い
た
。
何
と
か
し
て
大
学
を

卒
業
し
た
サ
ゲ
ン
は
、
や
は
り
鉱
山
労
働
者
で
あ
る
父
の
勧
め
に
よ
り
鉱
山

会
社
で
電
気
技
術
者
の
訓
練
を
受
け
始
め
た
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
会
社
の

図
書
館
で
勉
強
し
、
ウ
ラ
ン
採
鉱
に
関
す
る
資
料
を
手
に
入
れ
、
読
み
始
め

る
。
彼
は
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
か
ら
出
る
放
射
線
の
危
険
性
を
理
解
し
、
若
い
世
代

の
住
民
を
集
め
て
自
分
の
メ
モ
を
見
な
が
ら
皆
に
放
射
性
物
質
の
影
響
に
つ

い
て
伝
え
始
め
た
。
「
「
我
々
の
マ
ラ
ン
グ
・
ゴ
ダ
の
子
供
た
ち
に
多
く
の
障

害
が
発
生
し
て
い
る
の
は
そ
の
た
め
だ
。
」
と
聞
き
手
は
驚
く
」
（
「
実
際
の

悪
魔
が
捕
ま
る
」
章
、
一
五
八
頁
）
。

作
者
は
、
環
境
保
護
団
体
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
の
活
動
船
レ
イ
ン
ボ
ー
・
ウ

ォ
ー
リ
ア
号
が
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
近
く
の
太
平
洋
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の
島
々
に
住
ん
で
き
た
先
住
民
た
ち
を
放
射
能
汚
染
問
題
か
ら
救
う
た
め

に
」
（
「
毒
蛇
を
穴
の
中
に
置
い
て
お
こ
う
」
章
、
一
七
九
頁
）
活
動
し
た
こ
と

な
ど
の
例
を
挙
げ
る
。
ま
た
、
「
ア
メ
リ
カ
の
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
や
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
原
発
事
故
に
関
す
る
映
画
、
太
平
洋
の
島
々
の

周
辺
で
行
わ
れ
た
核
実
験
に
よ
る
被
害
を
取
り
上
げ
た

D
ennis

O
'R

ourke

の
『
ハ
ー
フ
・
ラ
イ
フ
』
と
い
う
映
画
、
カ
ナ
ダ
の
ウ
ラ
ン
鉱
山
を
取
り
上

げ
て
カ
ナ
ダ
の
映
画
制
作
庁
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
映
画
『
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
』
、

日
本
の
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
原
爆
投
下
を
取
り
上
げ
た
い
く
つ
か
の
映

画
を
」
（
「
毒
蛇
を
穴
の
中
に
置
い
て
お
こ
う
」
章
、
一
八
九
頁
）
反
核
運
動
家

や
「
マ
ラ
ン
グ
・
ゴ
ダ
」
の
住
民
た
ち
に
見
せ
る
こ
と
で
、
住
民
た
ち
が
考

え
方
を
変
え
、
反
核
運
動
が
強
化
さ
れ
て
い
く
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
一

方
、
現
地
の
人
々
が
放
射
能
汚
染
問
題
の
証
拠
を
集
め
よ
う
と
鉱
滓
池
周
辺

の
住
民
た
ち
の
健
康
状
態
を
映
像
化
し
、
国
際
的
な
場
で
そ
れ
を
上
映
す
る

こ
と
や
、
主
人
公
そ
の
他
の
登
場
人
物
た
ち
が
そ
の
よ
う
な
状
況
を
語
る
場

面
が
注
目
に
値
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
マ
ラ
ン
グ
・
ゴ
ダ
」
の
人
々
が
国

外
へ
問
題
を
発
信
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
理
解
し
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
作
者
は
、
「
マ
ラ
ン
グ
・
ゴ
ダ
」
の
放
射
能
汚
染
問
題
や
権
力

者
側
に
苦
し
め
ら
れ
て
き
た
先
住
民
ら
を
、
同
じ
問
題
に
直
面
し
て
い
る
世

界
の
他
の
先
住
民
た
ち
と
連
関
し
よ
う
と
す
る
。
二
人
の
主
な
登
場
人
物
が

世
界
各
地
を
回
り
、
放
射
能
汚
染
問
題
に
関
す
る
集
い
な
ど
に
参
加
し
て
い

る
こ
と
も
、
「
マ
ラ
ン
グ
・
ゴ
ダ
」
の
問
題
に
つ
い
て
皆
に
知
ら
せ
、
核
か

ら
被
害
を
受
け
た
人
々
と
繋
が
る
努
力
と
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。以

上
見
て
き
た
よ
う
に
、
作
者
は
ウ
ラ
ン
被
曝
者
の
無
知
に
つ
い
て
語
り
、

採
鉱
に
関
わ
っ
て
い
る
会
社
や
政
府
の
無
責
任
さ
を
糾
弾
し
て
い
る
。
ま
た
、

世
界
各
地
の
核
に
よ
っ
て
も
た
さ
れ
た
被
害
者
と
連
帯
す
る
こ
と
で
「
マ
ラ

ン
グ
・
ゴ
ダ
」
の
放
射
能
汚
染
問
題
に
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
イ
メ
ー
ジ

を
与
え
、
国
際
社
会
の
注
目
を
引
こ
う
と
し
て
い
る
。

緑
の
地
か
ら
毒
の
地
へ

こ
こ
で
、
こ
の
小
説
の
題
名
が
持
つ
意
味
や
作
者
の
意
図
に
つ
い
て
考
え

て
み
よ
う
。
作
者
は
、
作
品
名
を
通
し
て
そ
の
地
方
の
状
況
を
伝
え
よ
う
と

し
て
い
る
。
作
品
名
の
後
半
部
に
あ
る
「
ニ
ル
カ
ー
ン
ト
」
は
大
き
な
意
味

を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
三
大
神
の
一
人
シ
ヴ
ァ
の
別
名

で
あ
る
。
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
神
話
に
よ
る
と
、
乳
海
攪
拌

の
際
海
か
ら
現

(10)

れ
た
毒
を
人
間
を
助
け
る
た
め
に
こ
の
神
が
飲
み
、
自
分
の
首
の
隅
に
入
れ

て
お
い
た
。
「N

il

」
は
「
毒
」
の
意
味
で
使
わ
れ
、
「K

anth

」
は
首
を
意
味

し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
毒
」
を
「
首
」
に
入
れ
て
人
間
を
救
っ
た
神
と
い

う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
小
説
の
中
で
の
鉱
山
地
帯
で
あ
る
「
マ
ラ
ン
グ
・
ゴ

ダ
」
は
、
実
は
全
国
か
ら
運
ば
れ
て
来
る
放
射
性
物
質
も
自
分
の
鉱
滓
池
で

引
き
受
け
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
、
イ
ン
ド
の
他
の
地
方
を
助
け
て
い
る
の

で
あ
る
。
な
お
、
「
フ
ア
」
と
は
「
～
に
な
っ
た
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
小
説
の
題
名
は
「
マ
ラ
ン
グ
・
ゴ
ダ
は
ニ
ル
カ
ー
ン
ト
に
な

っ
た
」
で
あ
る
。
「
ニ
ル
カ
ー
ン
ト
」
を
題
名
に
入
れ
た
作
者
の
意
図
を
推

し
量
る
べ
き
で
あ
る
。

「
マ
ラ
ン
グ
・
ゴ
ダ
」
と
推
定
さ
れ
る
地
方
は
、
元
々
深
い
森
林
地
帯
で

あ
り
、
昼
で
も
な
お
暗
い
場
所
も
少
な
く
は
な
か
っ
た
。
採
鉱
が
始
ま
っ
て

か
ら
「
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
の
七
つ
の
採
鉱
地
、
一
つ
の
工
場
、
三
つ
の
鉱
滓
池
」

（
「
天
井
か
ら
落
ち
る
…
道
や
中
庭
に
垂
れ
流
さ
れ
る
放
射
能
」
章
、
三
五
五
頁
）
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が
作
ら
れ
、
「
毎
年
、
約
二
〇
〇
ト
ン
の
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
の
生
産
の
た
め
に
約

三
〇
万
ト
ン
の
水
分
を
含
ん
だ
汚
物
が
パ
イ
プ
で
鉱
滓
池
に
流
さ
れ
て
い

る
。
」
（
同
章
、
三
六
一
頁
）
そ
の
結
果
、
放
射
性
物
質
の
影
響
は
人
体
に
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
動
植
物
に
も
強
く
現
れ
た
。

作
中
、
国
内
外
の
核
科
学
者
、
研
究
者
、
医
者
な
ど
の
報
告
が
頻
繁
に
引

用
さ
れ
、
そ
の
地
方
の
急
を
要
す
る
非
常
事
態
を
表
す
た
め
に
使
わ
れ
て
い

る
。
ウ
ラ
ン
鉱
山
、
工
場
、
鉱
滓
池
か
ら
出
る
放
射
能
で
「
マ
ラ
ン
グ
・
ゴ

ダ
」
の
川
の
「
魚
は
毒
に
な
っ
て
い
る
。
食
べ
る
と
腹
が
痛
く
な
る
。
そ
れ

に
、
魚
の
数
も
最
近
非
常
に
減
っ
て
い
る
が
、
残
っ
て
い
る
の
は
異
常
な
姿

を
し
て
い
る
。
頭
は
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
体
は
細
い
」
（
「
毒
蛇
を
穴
の
中

に
置
い
て
お
こ
う
」
章
、
一
八
四
頁
）
。
ま
た
、
「
蛇
、
蛙
、
サ
ソ
リ
が
ど
ん
ど

ん
死
ん
で
い
る
」（
同
章
、
一
八
五
頁
）
。

鉱
山
労
働
者
で
な
い
住
民
た
ち
に
も
、
放
射
能
中
毒
の
徴
候
お
よ
び
症
状

「
嘔
吐
、
下
痢
、
吐
き
気
、
食
欲
減
少
、
不
快
感
、
頭
痛
」
な
ど
が
見
ら
れ

る
。
女
性
た
ち
は
最
も
深
刻
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。
子
供
の
出
生
前
死
亡
、

出
生
直
後
の
死
亡
が
多
く
あ
り
、
子
供
が
産
ま
れ
な
い
女
性
も
増
え
て
き
た
。

「
子
供
を
産
め
な
い
と
い
う
理
由
で
夫
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
障
害

の
あ
る
子
供
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
そ
こ
の
男
女
と
遠
く
の
村
の
人
々

が
結
婚
し
な
い
」
（
「
森
林
の
火
炎
」
章
、
三
三
八
‐
三
三
九
頁
）
。
こ
れ
ら
の

現
象
は
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
被
爆
者
が
直
面
し
て
き
た
差
別
と
あ
ま
り

に
も
似
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
地
方
で
は
原
爆
の
投
下
も
原

発
事
故
も
な
い
が
、
被
害
は
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
、
そ
し
て
、
ス
リ
ー
マ

イ
ル
島
や
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
な
ど
の
住
民
が
被
っ
た
被
害
と
共
通
す
る
。

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
レ
ガ
シ
ー
と
イ
ン
ド
東
部
の
ウ
ラ
ン
被
曝
者

こ
の
作
品
で
は
全
体
の
半
分
以
上
（
二
〇
〇
ペ
ー
ジ
以
上
）
に
わ
た
っ
て

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
や
被
爆
者
に
関
す
る
言
及
が
見
ら
れ
る
。
「
毒
蛇
を

穴
の
中
に
置
い
て
お
こ
う
」
と
い
う
章
に
お
い
て
ア
デ
ィ
テ
ヤ
シ
ュ
リ
監
督

が
イ
ン
ド
の
核
科
学
者
と
の
会
話
で
、
「
日
本
の
広
島
と
長
崎
に
原
爆
が
投

下
さ
れ
た
後
も
生
き
残
っ
た
人
々
に
肺
癌
、
皮
膚
癌
や
ほ
か
の
癌
の
実
例
が

異
常
に
増
え
て
い
る
の
が
見
つ
か
っ
た
…
」
（
一
八
六
頁
）
と
言
う
。
隣
に

い
た
主
人
公
が
「
あ
な
た
は
実
に
正
し
い
。
」
と
強
調
し
、
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ

ガ
サ
キ
に
つ
い
て
読
ん
で
初
め
て
私
は
放
射
性
物
質
の
被
害
レ
ベ
ル
に
つ
い

て
理
解
で
き
た
。
」（
一
八
六
頁
）
と
言
う
。
こ
の
よ
う
に
作
者
は
ヒ
ロ
シ
マ
・

ナ
ガ
サ
キ
を
通
し
て
初
め
て
具
体
的
に
「
マ
ラ
ン
グ
・
ゴ
ダ
」
の
放
射
能
被

害
を
把
握
し
た
と
推
測
で
き
る
。

さ
ら
に
こ
の
小
説
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
辿
る
と
、
「
一
九
九
八
年
五
月
に
イ

ン
ド
」
、
五
月
の
「
最
後
の
週
に
パ
キ
ス
タ
ン
も
」
核
実
験
を
行
い

、
世

(11)

界
の
注
目
を
引
い
た
。
両
国
の
間
の
対
立
関
係
が
ひ
ど
く
な
り
、
南
ア
ジ
ア

で
は
冷
戦
時
代
の
よ
う
な
雰
囲
気
と
な
っ
て
き
た
。
一
九
九
九
年
三
月
一
一

日
か
ら
、
「
世
界
平
和
の
た
め
に
ポ
カ
ラ
ン
か
ら
サ
ラ
ナ
ー
ト
の
間
（
約
一

五
〇
〇
㎞
）
で
デ
モ
行
進
が
行
わ
れ
」（
「
ポ
カ
ラ
ン
の
埃
」
章
、
一
九
九
頁
）
、

「
サ
ラ
ナ
ー
ト
に
着
く
ま
で
の
間
に
（
中
略
）
世
界
の
非
核
化
を
呼
び
か
け

よ
う
と
一
万
八
千
人
の
署
名
を
集
め
、
世
界
七
ヶ
国
の
核
保
有
国
の
大
使
館

に
行
っ
て
提
出
し
た
。
」
（
同
章
、
二
〇
一
頁
）
こ
の
行
進
に
は
ア
メ
リ
カ
、

日
本
を
含
め
外
国
か
ら
の
知
識
人
や
社
会
活
動
家
な
ど
も
参
加
し
た
。
こ
の

機
会
に
、
ア
デ
ィ
テ
ヤ
シ
ュ
リ
監
督
が
「
マ
ラ
ン
グ
・
ゴ
ダ
」
の
放
射
能
汚
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染
問
題
な
ど
に
関
す
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
上
映
し
、
海
外
か
ら
の

参
加
者
た
ち
に
特
に
評
価
さ
れ
た
。
「
日
本
か
ら
来
た
マ
サ
ユ
キ
は
日
本
へ

持
っ
て
帰
る
た
め
に
コ
ピ
ー
を
一
枚
買
っ
た
。
」
（
同
章
、
二
〇
二
頁
）
こ
れ

は
、
作
中
で
最
初
に
日
本
人
が
登
場
す
る
場
面
で
あ
る
。
こ
の
デ
モ
行
進
に

ア
メ
リ
カ
を
含
め
世
界
中
か
ら
社
会
活
動
家
ら
が
参
加
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
な
ぜ
「
日
本
か
ら
来
た
マ
サ
ユ
キ
」
が
そ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

を
買
う
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
作
者
は
、
マ
サ
ユ
キ
を
被
爆
者
の
子

と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、
マ
サ
ユ
キ
に
原
爆
投
下
に
よ
る
被
害
が
い

か
に
甚
大
で
あ
り
得
る
か
を
語
ら
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
日
本
か
ら
来
た
マ

サ
ユ
キ
」
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
で
あ
り
、
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
レ
ガ

シ
ー
の
重
要
性
を
窺
わ
せ
て
い
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
マ
サ
ユ
キ
の
口
を
借
り

て
語
っ
て
い
る
の
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
二
次
世
界
大
戦
の
時
ア
メ
リ
カ
は
、
母
国
日
本
に
原
爆
を
投
下
し
、

そ
の
被
害
を
見
て
か
ら
今
ま
で
世
界
中
ど
こ
に
も
再
び
原
爆
は
使
わ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
印
パ
の
核
実
験
で
再
び
核
戦
争
の
危
険
が
感
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。
両
国
の
強
大
な
原
爆
が
使
わ
れ
て
し
ま
っ
た
ら
、
こ

の
地
球
か
ら
命
が
す
べ
て
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
（
中
略
）
勝
利
を

喜
ぶ
べ
き
イ
ン
ド
も
パ
キ
ス
タ
ン
も
残
り
ま
せ
ん
。
実
の
と
こ
ろ
、
そ

の
核
戦
争
が
勝
利
に
終
わ
っ
た
か
敗
戦
に
終
わ
っ
た
か
の
結
果
を
見
る

国
さ
え
残
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。（
同
章
、
二
〇
二
頁
）

今
日
の
も
の
ほ
ど
強
力
で
な
い
原
爆
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
母
国
日
本

は
一
九
四
五
年
に
放
射
能
の
被
害
を
被
り
ま
し
た
。
被
爆
者
の
存
在
は
、

今
も
放
射
能
の
影
響
を
我
々
に
思
い
出
さ
せ
ま
す
。（
同
章
、
二
〇
二
‐

二
〇
三
頁
）

本
論
執
筆
時
点
で
は
、
印
パ
関
係
が
こ
の
小
説
が
指
し
て
い
る
時
期
よ
り

も
悪
化
し
て
お
り
、
両
国
間
の
核
戦
争
の
可
能
性
は
世
界
中
の
メ
デ
ィ
ア
で

話
題
と
な
っ
て
い
る
。
今
ほ
ど
に
深
刻
で
な
か
っ
た
作
品
執
筆
時
で
も
、
作

者
は
上
記
の
よ
う
に
日
本
人
マ
サ
ユ
キ
を
使
っ
て
、
ひ
ろ
く
読
者
に
原
爆
が

も
た
ら
す
結
果
の
重
大
さ
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
、
被

爆
者
の
子
マ
サ
ユ
キ
な
ら
で
は
の
役
割
で
あ
る
。

マ
サ
ユ
キ
は
そ
の
後
も
引
き
続
き
登
場
し
、
主
人
公
と
日
本
を
繋
ぐ
懸
け

橋
と
な
っ
て
い
る
。
彼
の
活
躍
は
、
ア
デ
ィ
テ
ヤ
シ
ュ
リ
監
督
の
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画
が
国
際
的
な
場
で
評
価
さ
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。

マ
サ
ユ
キ
は
「
マ
ラ
ン
グ
・
ゴ
ダ
」
の
現
状
を
映
像
化
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
を
「
東
京
で
開
催
さ
れ
る
国
際
環
境
映
像
祭
」
（
「
広
が
る
…
空
」

章
、
二
〇
四
頁
）
に
参
加
さ
せ
る
た
め
に
申
請
し
、
そ
れ
は
映
画
祭
で
の
上

映
に
選
ば
れ
大
賞
を
受
賞
し
た
。
こ
の
機
会
を
得
て
ア
デ
ィ
テ
ヤ
シ
ュ
リ
監

督
は
東
京
へ
行
っ
た
。
日
本
の
反
核
運
動
家
の
援
助
で
、
彼
は
京
都
、
大
阪
、

名
古
屋
な
ど
を
回
り
、
「
オ
ー
ト
大
学
の
有
名
な
核
科
学
者
ボ
イ
デ
教
授
に

会
い
に
行
く
」（
「
放
射
能
汚
染
に
関
す
る
会
談
と
満
開
の
桜
」
章
、
二
二
一
頁
）
。

ア
デ
ィ
テ
ヤ
シ
ュ
リ
監
督
は
核
科
学
者
「
ボ
イ
デ
教
授
」
に
会
っ
て
「
マ
ラ

ン
グ
・
ゴ
ダ
」
を
訪
問
す
る
よ
う
頼
み
、
放
射
能
汚
染
に
関
す
る
調
査
を
依

頼
す
る
。
「
マ
ラ
ン
グ
・
ゴ
ダ
」
の
問
題
を
日
本
国
内
に
広
く
伝
え
る
た
め

に
も
、
ま
た
ほ
か
の
国
々
へ
伝
え
る
た
め
に
も
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た
「
国

際
環
境
映
像
祭
」
に
お
い
て
ア
デ
ィ
テ
ヤ
シ
ュ
リ
監
督
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
が
上
映
さ
れ
た
こ
と
は
大
変
重
要
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

後
に
、
主
人
公
サ
ゲ
ン
と
ア
デ
ィ
テ
ヤ
シ
ュ
リ
監
督
は
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
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デ
ー
」
に
参
加
す
る
よ
う
誘
わ
れ
、
二
人
一
緒
に
来
日
す
る
。
彼
ら
は
、
広

島
平
和
記
念
資
料
館
と
長
崎
を
訪
ね
、
被
爆
者
に
会
い
、
「
マ
ラ
ン
グ
・
ゴ

ダ
」
の
被
曝
者
と
比
較
し
て
い
る
。
二
人
が
広
島
平
和
記
念
資
料
館
で
見
た

も
の
は
、
次
の
よ
う
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。

溶
け
た
自
転
車
…
黒
く
焼
け
焦
げ
た
食
べ
か
け
の
お
弁
当
…
焼
け
た

本
…
半
分
顔
の
溶
け
た
仏
像
…
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
遺
物
。
焼
け
た

人
の
骸
骨
な
ど
の
絵
…
動
物
、
鳥
…
植
物
…
（
中
略
）
原
爆
投
下
の
瞬

間
か
ら
同
じ
と
こ
ろ
で
針
が
止
ま
っ
て
い
る
時
計
、
（
中
略
）
（
こ
れ
ら

は
み
な
）
全
世
界
に
警
告
を
発
し
続
け
て
い
る
。（
「
人
間
の
思
考
の
悪
魔

的
な
産
物

―
核
兵
器
と
溶
け
た
仏
像
」
章
、
二
四
五
頁
）

周
知
の
如
く
上
記
引
用
部
で
描
か
れ
た
よ
う
な
も
の
は
広
島
平
和
記
念
資

料
館
で
展
示
さ
れ
て
い
る
が
、
作
者
が
こ
の
展
示
を
直
接
見
た
か
は
今
の
時

点
で
確
認
で
き
て
い
な
い
。
が
、
こ
の
よ
う
に
作
者
は
原
爆
投
下
の
被
害
を

具
体
的
に
イ
ン
ド
の
読
者
に
伝
え
よ
う
と
し
て
お
り
、
「
こ
の
よ
う
な
展
示

物
を
見
れ
ば
ど
ん
な
敵
で
も
心
の
底
か
ら
動
揺
し
て
し
ま
う
。
」（
二
四
五
頁
）

と
主
人
公
に
言
わ
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
両
者
に
被
爆
者
と
の
交
流
な
ど
も

語
ら
せ
て
い
る
。
「
あ
の
被
爆
者
の
悲
惨
な
物
語
を
聞
か
な
か
っ
た
の
か
。

彼
は
子
供
だ
っ
た
時
温
泉
で
、
体
の
赤
く
焼
け
た
だ
れ
た
痕
を
他
の
人
々
が

嫌
が
り
、
彼
が
触
れ
た
水
に
触
る
の
で
さ
え
皆
嫌
が
っ
て
い
た
。
」（
同
章
、

二
五
二
頁
）
な
ど
と
互
い
に
話
し
て
い
る
。

そ
の
後
も
「
マ
ラ
ン
グ
・
ゴ
ダ
」
と
日
本
の
知
識
人
、
若
い
社
会
活
動
家

の
交
流
が
続
く
。
核
科
学
者
「
ボ
イ
デ
教
授
」
の
調
査
結
果
が
発
表
さ
れ
た

後
、
ウ
ラ
ン
採
鉱
会
社
は
放
射
能
汚
染
の
安
全
規
則
を
守
り
始
め
る
。
鉱
滓

池
の
周
り
に
は
高
い
壁
が
建
て
ら
れ
、
一
般
の
人
々
の
出
入
り
が
禁
止
さ
れ

た
。
作
者
は
日
本
の
科
学
者
の
貢
献
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
ボ
イ

デ
教
授
が
マ
ラ
ン
グ
・
ゴ
ダ
に
来
ら
れ
た
こ
と
は
サ
ゲ
ン
（
注：

主
人
公
）

と
ア
デ
ィ
テ
ヤ
シ
ュ
リ
（
注：

監
督
）
に
と
っ
て
大
成
功
で
あ
っ
た
。
な
ぜ

な
ら
ば
、
氏
の
お
か
げ
で
会
社
は
鉱
山
労
働
者
や
住
民
た
ち
の
た
め
に
な
る

重
要
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
」（
「
テ
タ
ル
（
注：

ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
属
の
植
物
）

に
も
放
射
線
の
影
響
」
章
、
三
二
九
頁
）
。

以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
と
の
繋
が
り
や
日
本

か
ら
の
核
科
学
者
の
努
力
に
よ
っ
て
、
誰
か
ら
も
気
付
か
れ
て
い
な
か
っ
た

「
マ
ラ
ン
グ
・
ゴ
ダ
」
の
放
射
能
汚
染
問
題
は
世
界
中
に
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
ウ
ラ
ン
採
鉱
会
社
も
安
全
対
策
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ

た
。
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
は
世
界
中
に
原
爆
投
下
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
存
在
が
反
核
運
動
や
放
射
能
問
題
に
関
す
る
運
動
な
ど
に
お
い
て
国
際

的
に
大
き
な
意
味
を
持
ち
、
世
界
平
和
に
貢
献
し
続
け
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
、
イ
ン
ド
を
舞
台
に
し
た
こ
の
作
品
で
よ
く
描
か
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

お
わ
り
に

作
者
は
イ
ン
ド
の
一
地
方
の
人
々
の
被
曝
の
苦
し
み
に
光
を
当
て
、
そ
れ

を
小
説
の
形
で
世
の
中
に
紹
介
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
府
の

文
書
や
科
学
論
文
の
中
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
っ
た
か
も
知
れ
な
い
被
曝
者
の

苦
し
み
を
多
く
の
読
者
に
伝
え
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
一
般
の
人
々
は
、
学

術
論
文
は
読
ま
な
い
が
、
小
説
は
一
般
の
人
に
も
手
が
届
く
読
み
も
の
だ
か

ら
で
あ
る
。

さ
ら
に
作
者
は
、
そ
れ
を
歴
史
的
な
文
脈
の
中
で
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
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と
う
ま
く
結
び
つ
け
た
。
イ
ン
ド
の
一
地
方
の
問
題
を
そ
こ
だ
け
に
と
ど
め

ず
、
国
際
的
・
歴
史
的
な
視
野
の
中
で
と
ら
え
大
き
な
ス
ケ
ー
ル
で
描
き
出

し
た
こ
と
が
、
こ
の
作
品
の
価
値
を
い
っ
そ
う
高
い
も
の
に
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。

な
お
、
本
論
序
章
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
後

の
世
界
に
お
い
て
、
核
に
関
す
る
問
題
ほ
ど
継
続
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
も
の
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
こ
で
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
ヒ
ロ
シ

マ
・
ナ
ガ
サ
キ
が
回
想
さ
れ
た
り
暗
示
さ
れ
た
り
す
る
の
が
常
で
あ
る
。
そ

れ
は
本
稿
で
取
り
上
げ
た
小
説
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
作
中
「
ヒ
ロ
シ
マ
・

ナ
ガ
サ
キ
に
つ
い
て
読
ん
で
か
ら
初
め
て
私
は
放
射
性
物
質
の
被
害
レ
ベ
ル

に
つ
い
て
理
解
で
き
た
。
」（
一
八
六
頁
）
と
主
人
公
に
語
ら
せ
て
い
る
場
面

だ
が
、
こ
れ
は
作
者
自
身
の
経
験
が
暗
示
さ
れ
て
お
り
、
大
き
な
意
味
を
持

っ
て
い
る
。
世
界
の
一
般
の
人
々
は
「A

tom
ic

B
om

b
（
原
爆
）
」
に
つ
い
て

知
っ
て
い
て
も
、
「
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
」
に
よ
る
放
射
能
汚
染
問
題
に
つ
い
て
は

知
ら
な
い
場
合
が
今
日
で
も
多
い
。
日
本
で
は
当
然
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

ウ
ラ
ニ
ウ
ム
に
よ
る
放
射
能
汚
染
に
つ
い
て
外
国
人
に
説
明
す
る
時
、

「A
tom

ic
B

om
b

（
原
爆
）
」
を
引
き
合
い
に
出
し
て
初
め
て
、
ウ
ラ
ニ
ウ
ム

に
よ
る
被
害
が
よ
く
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
マ
ラ
ン
グ
・

ゴ
ダ
」
が
直
面
し
て
い
る
放
射
能
汚
染
問
題
を
現
実
的
に
は
っ
き
り
と
理
解

す
る
た
め
に
、
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
は
不
可
欠
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
作

者
は
、
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
を
通
し
て
「
マ
ラ
ン
グ
・
ゴ
ダ
」
の
被
害
を

見
る
と
同
時
に
被
爆
の
実
相
の
例
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
マ
ラ

ン
グ
・
ゴ
ダ
」
の
被
曝
者
の
実
態
や
放
射
能
汚
染
の
影
響
を
よ
り
分
か
り
や

す
く
世
界
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ

キ
を
使
わ
ず
に
は
、
そ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
ウ
ラ
ン

鉱
山
の
汚
染
問
題
に
世
界
の
注
意
を
引
く
こ
と
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
。
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
レ
ガ
シ
ー
は
放
射
能
汚
染
の
問
題
を

世
界
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
力
を
持
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

原
爆
投
下
後
ほ
ん
の
数
十
年
の
う
ち
に
広
島
と
長
崎
は
先
進
国
の
大
都
会

と
し
て
復
活
、
発
展
し
、
そ
の
土
地
の
人
々
の
努
力
に
よ
っ
て
日
本
や
世
界

の
平
和
運
動
に
貢
献
し
続
け
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
両
都
市
が
原
爆
投
下

以
前
の
歴
史
的
文
化
的
伝
統
や
価
値
な
ど
に
よ
っ
て
魅
力
的
な
土
地
で
あ
り

続
け
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
世
界
は
知
っ
て
お
く
べ
き
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。

今
後
の
研
究
で
は
核
に
関
わ
る
文
学
作
品
を
調
査
し
、
各
作
品
の
中
で
ヒ

ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
を
ど
う
扱
っ
て
い
る
か
を
探
っ
て
み
た
い
。
海
外
の
核

に
ま
つ
わ
る
文
学
、
例
え
ば
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
原
発
事
故
を
取
り
上
げ

た
作
品C

hernobyl
P

rayer:
A

C
hronicle

of
the

F
uture (

『
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
の
祈
り

―
未
来
の
物
語
』)

と
本
論
に
取
り
上
げ
た
小
説
な
ど
を
比
較
検

討
し
、
世
界
の
異
な
る
場
所
の
異
な
る
事
例
か
ら
核
文
学
研
究
の
新
た
な
地

平
を
見
出
し
た
い
。

付
記和

訳
は
す
べ
て
論
者
に
よ
る
。
マ
フ
ア
・
マ
ジ
ー
『
マ
ラ
ン
グ
・
ゴ
ダ

ニ
ル

カ
ー
ン
ト

フ
ア
』
の
引
用
文
は
『
マ
ラ
ン
グ
・
ゴ
ダ

ニ
ル
カ
ー
ン
ト

フ
ア
』〔
二

〇
一
五
年
版
〕(

イ
ン
ド
、
デ
リ
ー
、
ラ
ー
ジ
・
カ
マ
ル
出
版)

に
拠
る
。

注

中
央
イ
ン
ド
の
ボ
パ
ー
ル
で
は
、
一
九
八
四
年
に
ユ
ニ
オ
ン
カ
ー
バ
イ
ド
・

1
イ
ン
デ
ィ
ア
（
Ｕ
Ｃ
Ｉ
Ｌ
）
の
工
場
で
ガ
ス
漏
れ
事
件
が
起
き
た
。
こ
の
事
件
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は
世
界
最
悪
の
産
業
災
害
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
件
を
き
っ
か
け
に
、

B
harat

ka
H

iroshim
a:

B
hopal

G
as

T
rasdi

(

『
イ
ン
ド
の
ヒ
ロ
シ
マ

―
ボ

パ
ー
ル
ガ
ス
災
害
』
（T

he
H

iroshim
a

of
India:

B
hopal

G
as

T
ragedy

by

Satish
C

haturvedi,
2005

)

の
よ
う
な
小
説
も
出
版
さ
れ
、
欧
米
の
記
者
か
ら

B
hopal:

T
he

H
iroshim

a
of

the
C

hem
ical

Industry

（
「
ボ
パ
ー
ル‥

化
学
産
業

の
ヒ
ロ
シ
マ
」
、B

illy
B

riggs,

『T
he

S
cotland

S
unday

H
erald

』,2009 .7 .12
)

の
よ
う
な
記
事
も
近
年
出
版
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
広
島
の
原
爆
記
念
碑
の
よ

う
な
記
念
碑
を
ガ
ス
被
害
者
の
た
め
に
建
て
る
こ
と
も
計
画
さ
れ
て
い
る

（"H
iroshim

a-like
m

em
orial

for
B

hopal
gas

tragedy
victim

s"

（
「
ボ
パ
ー
ル

ガ
ス
被
害
者
の
た
め
の
ヒ
ロ
シ
マ
の
よ
う
な
記
念
碑
を
計
画
」)

、"H
industan

T
im

es",
2016.10.17

)

。

栗
原
貞
子
著
『
ヒ
ロ
シ
マ
・
未
来
風
景
』（
詩
集
刊
行
の
会
、
一
九
七
四
年
）
。

2

原
爆
文
献
で
「
同
心
円
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
使
わ
れ
た
例
を
二
点
紹
介
し
た
い
。

3
秋
月
辰
一
郎
著
『
死
の
同
心
円

―
長
崎
被
爆
医
師
の
記
録
』
（
講
談
社
、
一

九
七
二
）
と
栗
原
貞
子
『
ヒ
ロ
シ
マ
・
未
来
風
景
』
。
前
者
は
、
被
爆
者
の
急

性
放
射
線
障
害
に
よ
る
死
が
爆
心
地
か
ら
同
心
円
上
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を

意
味
し
た
。

後
者
は
、
栗
原
貞
子
の
詩
集
で
、
同
じ
核
の
被
害
者
で
あ
る
ビ
キ

ニ
や
沖
縄
・
岩
国
の
核
基
地
に
寄
せ
た
四
編
の
詩
を
ま
と
め
て
「
同
心
円
」
と

し
て
い
る
。
（
中
村
朋
子
「A

Japanese
P

oet
in

the
N

uclear
A

ge:
S

adako

K
urihara

」
（M

.S
.V

enkataram
aiah,

ed.
B

izz
B

uzz.
B

angalore,
India,

V
ol.17

(2014,
pp.76- 79

）
。

二
〇
一
四
年
三
月
に
世
界
詩
人
会
議
で
の
口
頭
発
表
（
中
村
朋
子

A

4Japanese
and

an
A

m
erican

P
oet

in
the

N
uclear

A
ge:

S
adako

K
urihara

&

D
avid

K
reiger,

23rd
W

orld
C

ongress
of

P
oets

O
saka,

M
arch

26,
2014

）
。

松
永
京
子
『
北
米
先
住
民
作
家
と
〈
核
文
学
〉

―
ア
ポ
カ
リ
プ
ス
か
ら
サ

5

バ
イ
バ
ン
ス
へ
』
（
英
宝
社
、
二
〇
一
九
年
、
四
頁
）
。

S
vetlana

A
lexievich,

C
hernobyl

P
rayer:

A
C

hronicle
of

the
F

uture (

原
文

6
は
ロ
シ
ア
語
で
一
九
九
七
年
に
出
版)

英
訳A

nna
G

unin
and

A
rch

T
ait,

P
enguin

C
lassics

2016,
p.30

よ
り
。
（
本
稿
で
の
英
訳
か
ら
の
和
訳
は
論
者
に

よ
る
。
〔
『
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
祈
り

―
未
来
の
物
語
』
松
本
妙
子
訳
は
一
九

九
八
年
、
岩
波
書
店
よ
り
刊
行
さ
れ
た
〈
二
〇
一
一
年
岩
波
現
代
文
庫
と
し
て

出
版
〉
。
こ
の
和
訳
に
お
い
て
は
こ
の
引
用
文
は
見
ら
れ
な
い
）
。

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
南
部
に
あ
る
「
バ
リ
サ
ル
」
と
い
う
地
方
を
指
す
。

7

小
出
裕
章
「
イ
ン
ド
、
ジ
ャ
ド
ゥ
ゴ
ダ
・
ウ
ラ
ン
鉱
山
の
放
射
能
汚
染
と
課

8
題
」（
「
原
子
力
資
料
情
報
室
通
信
」

号

二
〇
〇
三
年
一
一
月
一
日

二
頁
）

353

作
品
の
謝
辞
に
テ
ィ
ル
マ
ン
・
ラ
フ
医
師
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
副
会
長
）
に
対
す

9
る
感
謝
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

https://ja.w
ikipedia.org/w

iki/

乳
海
攪
拌
（
二
〇
一
九
年
一
一
月
七
日
閲
覧
）

10

現
実
に
は
イ
ン
ド
が
五
月
一
一
、
一
三
日
に
西
部
の
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
の
ポ

11
カ
ラ
ン
砂
漠
で
計
五
回
の
地
下
核
実
験
を
実
施
し
、
パ
キ
ス
タ
ン
が
五
月
二
八
、

三
〇
日
に
西
部
の
バ
ル
チ
ス
タ
ン
州
チ
ャ
ガ
イ
丘
陵
で
計
六
回
の
地
下
核
実
験

を
行
っ
た
。


